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従来技術
との比較

新しいシート状物質（ホウ化水素シート）を開発しました。この物質は理論
研究で水素吸蔵材料や電子材料としての優れた特性が期待されていまし
た。我々は、この物質の生成を簡便な方法で世界で初めて実現しました。

～優れた水素吸蔵性能を有する新材料～

新材料
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数理物質系

新規二次元物質ボロファンの合成を実現

作成方法
MgB2のMgイオンとプロトンのイオン交換を
行うことで生成可能
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C2H5OH →  C2H4 + H2O 

エタノールを選択率
92％でエチレンに転換
する固体酸触媒

X線光電子分光法 (XPS)が示す電荷状態↓

ホウ素（B)が負に帯電しており水素（H)がプロト
ンであるためホウ化水素シートと命名（新物質）

負に帯電

Mgは無くなる

イオン交換前

イオン交換後

今後の応用展開

（１）水素貯蔵材料として有望

B : H = 1 : 1
理論最大表面積

4068 m2/g
水素貯蔵理論値

8.5 wt%

根拠となる特徴：
・金属を含まず軽い
・水素をたくさん貯蔵可能
・室温で簡便に放出可能

（２）固体燃料として有望

水素が200℃以上
で放出されるため
加熱をすることで
固体燃料としての
利用が期待できる

（３）新しい固体酸触媒

（４）超伝導・電子デバイスへも可能性がある

ホウ化水素（HB)シート

簡便な方法
で作成

・室温でもある特定の波長の光を照射すると水素分子を放出することを発見
・温度を上げることで水素分子を放出することを発見
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本研究に関する主な成果


